




K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

K
o

b
e

 M
u

sic
 F

e
stiv

a
l 2

0
1

6
K

o
b

e
 M

u
sic

 F
e

stiv
a

l 2
0

1
6

Ensemble RARO

Kobe City Chamber Orchestra

錦秋 響
～アンサンブル・ラロ×神戸市室内合奏団が奏でる新しい「四季」～

神戸秋の音楽祭

会場 神戸文化ホール・中ホール
主催｜〈公財〉 神戸市民文化振興財団、神戸国際芸術祭実行委員会　　助成｜〈一財〉 地域創造　　協力｜神戸大学大学院 国際文化学研究推進センター（予定）

神 戸 国 際 芸 術 祭 2 0 1 6

神
戸
市
室
内
合
奏
団

アン
サ
ンブル・ラロ

ピ
アノ
四
重
奏
団

19：00開演
（18：30開場）

1019水



＜日時＞

●神戸音楽友の会・神戸文化ホール会員特別料金2,500円

　（文化ホールプレイガイドのみでのお取り扱いになります。購入時に会員証をご呈示ください）

●就学前のお子様はご遠慮ください。

●やむを得ず、出演者・プログラムが変更する場合がございます。

2016年10月19日（水） 19：00開演（18：30開場）
＜出演＞ 神戸市室内合奏団

ピアノ四重奏団アンサンブル・ラロ

＜料金＞ 一般 3,000（前売2,700）円
前売ペア（同一公演2枚） 5,000円
学生1,000円 （前売・当日とも）

～アンサンブル・ラロ×神戸市室内合奏団が奏でる新しい「四季」～

神 戸 国 際 芸 術 祭 と は

Kobe Music Festival 2016Kobe Music Festival 2016Kobe Music Festival 2016錦秋 響

神戸市室内合奏団
2004年に結成。ヨーロッパにおける室内楽の豊かな伝統と、革新的なアプローチ
を結合したダイナミックなサウンドは、一度聴いた者を虜にする。アンサンブル・ラ
ロの名前は、ロベルト・シューマンが音楽評論をする際に創り上げた架空の団体
「ダヴィッド同盟」の一員、ラロ博士に由来している。結成以来、ヨーロッパ各地
の音楽祭を中心に活躍し、大成功を収めている。中でもバイエルン放送により収
録された演奏はNHKほか、世界各地で放送された。2009年、2014年にはウィー
ン・コンツェルトハウス、2010年カーネギーホール等にも招聘され、高い評価を得
ている。これまでに『Songs and Dances of Life』（2007）、『Canti Drammat-
ici』（2008）、『Anotimpurile ‒ The Seasons』（2009）、『Love Songs』
（2012）、『DOHNANYI DVORAC SUK』（2013）、『lived and dreamed - 
Dvorak Janacek Suk』（2015）の6枚のCDがリリースされている。

1981年、神戸市によって設立。実力派の弦楽器奏者たちによって組織され、神
戸、大阪、東京などを中心に、質の高いアンサンブル活動を展開している。管楽器
群を加えた室内管弦楽団としての活動も活発で、バロックから近現代までの幅広
い演奏レパートリーのほか、埋もれた興味深い作品も意欲的に取り上げてきた。ま
た、定期演奏会以外にもクラシック音楽普及のための様々な公演活動を精力的に
行っている。1998年、巨匠故ゲルハルト・ボッセを音楽監督に迎えてからの14年
間で、演奏能力並びに芸術的水準は飛躍的な発展を遂げ、日本を代表する室内
合奏団へと成長した。毎年のシーズンプログラムは充実した内容の魅力あふれる
選曲で各方面からの注目を集め、説得力ある演奏は高い評価を受けている。ま
た、2011年9月にはドイツのヴェストファーレンクラシックスからの招聘を受けてド
イツ公演を行い、大成功を収めた。2013年度からは、日本のアンサンブル界を牽
引する岡山潔が音楽監督に就任し、ボッセ前音楽監督の高い理念を引き継ぎ、合
奏団のさらなる音楽的発展を目指して、新たな活動を展開している。

ラトビア・リガ出身。モーツァルテウム音楽院、ロンドン・ロイヤルアカデ
ミーを最優秀で卒業。2004年よりキームガウ音楽祭（独）の芸術監督
を務めるほか、樫本大進、川畠成道ら日本人演奏家との共演も多い。
2008年にはラトビア政府から功績を称えられて表彰を受ける。現在ロ
ンドン・ロイヤルアカデミー教授。

アンサンブル・ラロ
ピアノ四重奏団

ダイアナ・ケトラー
Diana Ketler（ピアノ）

ロシア・モスクワ出身。メニューインに見出され8歳でソロ・デビュー。メ
ニューイン音楽院、ロンドン・ロイヤルアカデミーで学ぶ。ソリストとして
世界のオーケストラで活躍する他、室内楽演奏では、2011年「プレミ
オ・トリオ・ディ・トリエステ国際室内楽コンクール」（伊）優勝。翌年、シ
トコヴェツキー・ピアノ・トリオを結成。ラ・フォル・ジュルネ（仏）や樫本
大進が芸術監督を務める赤穂国際音楽祭ル・ポンにも出演している。
英国在住。

アレクサンダー・シトコヴェツキー
Alexander Sitkovetsky（ヴァイオリン）

＜チケット販売場所＞

神戸文化ホールプレイガイド
ローソンチケット
チケットぴあ
CNプレイガイド

....

.........................

................................

...........................

TEL：078-351-3349
TEL：0570-084-005（Lコード54623）
TEL：0570-02-9999（Pコード300-848）
TEL：0750-08-9999

演 目

2006年から開催。音楽顧問であるヘーデンボルク・直樹（ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団チェロ奏者）の呼びかけで、ピアノ四重奏団アンサンブル・ラロを中心に、国内外第一線で活躍する音楽
家たちが神戸に集結。思わず引き込まれてしまう本当にいい音楽を、身近に楽しんでもらえるよう、大学や市民ボランティアも一緒に活動している。昨年から、神戸市室内合奏団とのコラボレー
ションにも取り組み、今年は、神戸市室内合奏団、神戸市混声合唱団、アンサンブル・ラロの3者による1ヶ月10公演の「神戸秋の音楽祭」が実現する。

＜会場＞ 神戸文化ホール・中ホール

神戸文化ホール

＜問い合わせ先＞ 〈公財〉 神戸市民文化振興財団

〒650-0017神戸市中央区楠町4-2-2
TEL：078-351-3597　FAX：078-351-3121
Mail：kobemusicfestival@kobe-bunka.jp
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湊川神社

モザイク

神戸高速鉄道

国道 28号線

ハーバーランド

中央体育館
Ｐ

神
戸
電
鉄

バス
ターミナル

国道２号線

神戸地裁

神戸大学付属病院 市立
中央図書館

大倉山交差点
楠六交差点

市営地下鉄

大倉山駐車場入口
（中央体育館地下）

大倉山駅

神戸駅

ハーバ
ーラン

ド駅

湊川公園駅

湊
川
駅

J R 神戸線

高速神戸駅新開地駅

www.kobe -bunka. jp
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